
コマツNTC株式会社
創　　立： 1950 年
業　　種： 製造業
事業内容： 工作機械、産業機械の開発・設計・製造・販売（電池製造関連装置、
 画像処理関連装置、半導体・各素材向けウェーハ製造装置、
 スマート FTL、マシニングセンタ、研削盤、
 クランクシャフト加工機など）
従業員数： 1,183 名
所 在 地： 富山県南砺市福野 100
URL：https://ntc.komatsu/

休みを取得しやすい環境で仕事と家庭の両立を支援
　弊社では、仕事と家庭の両立を支援するためには、社員の生活に起こりうる様々な状況に対応できるようにすること
が重要であると考えています。このため、休暇制度については、年次有給休暇とは別に年間5日付与されるライフサポー
ト休暇、私傷病等に対応する休職制度、育児や介護による休業制度、配偶者の転勤時に最大３年まで帯同可能な休職
制度などを整えています。特に育児に関する制度においては、女性だけではなく男性も育児休業を取得しやすい職場
環境整備のために、総務担当と職場上司が連携して、対象者に制度詳細を説明する時間を設けています。
　年休については会社からも取得を推奨しており、年間最低18日取得を目標としています。取得にあたっては、状況に
より見直し可能な「年休取得計画」を各部署で作成しております。それにより、製造部門では班単位でスケジュール調整
ができ、互いに仕事を補えるサポート体制も整えられるため、安心して年休を取得することが可能となり、仕事と家庭
の両立がしやすい環境になっていると思います。

キャリアを継続しつつ不妊治療を行なってもらうために
　不妊治療休職制度は、入社1年以上で、休職基準に該当する不妊治療
を受け、不妊治療休職終了後も引続き勤務する意思のある社員を対象
に、一人につき１回取得できます。原則として分割取得はできません
が、不妊治療の通院日数や治療回数を考慮し、最大で１年間休職でき
ます。
　この制度を取得した社員はまだいませんが、各部署の管理職には部下
から不妊治療休職の相談があった場合のマニュアル「仕事と不妊治療の
両立に向けて」を配布しています。取得に伴う体制作りやその間の処遇
の説明や調整などのガイドラインを整備しており、社員が必要な時に
安心して制度取得できるように努めています。

生したり、急な通院が必要になったりと、
治療が突発的かつ長期に渡ることもあり、
社員に大きな負担がかかる場合もありま
す。社員のキャリアと不妊治療を両立させ
るための選択肢を提供することで、社員の
勤続に対する意欲向上を図ることを目的と
して2021 年より不妊治療休職制度を導入し
ました。

身近な存在になりつつある不妊治療
　近年、不妊治療件数は増加傾向にあり、社会的な要請が高まっています。弊社では今までそういった治療
の際、年休やライフサポート休暇での対応となっていました。しかし、不妊治療は投薬による体調不良が発

人材は企業成長のかなめ
　現在、新卒者や経験者の採用においては、求職者が会社に求める評価基準として、休暇制度の充実度や柔軟な
勤務体制が求められる傾向にあります。優秀な人材の採用は、企業として成長のかなめとなります。人事の諸制度
をさらに進化させ、将来の変化にも順応していくために、フレックスタイム制・在宅勤務制度の成熟を図り、誰も
が活躍できる会社の体制を強化していきます。
　また、階層別教育や各種技術者教育などの教育プログラムを充実させ、各業務部門でのエキスパートの育成を
目指します。
　社員が働きやすい環境でなければ会社の成長は見込めません。まずは安心・安全を第一とし、福利厚生の充実
を高めて、足腰のしっかりとした強い会社にしていきたいと思っています。

安心・安全に働ける環境を
　このような取組みは、総務のカウンターパートである労働組合から様々な社員の声を集約してくみ取り、会社が
どういう方向に進むべきか、労使双方で協議しながら社員のワークライフバランスの充実を図るよう進めています。
　コマツグループ全体としても、会社の発展には社員の雇用を安定させることが不可欠であり、人材を欠かすこと
はできません。その人材が今後もキャリアを継続し、安心・安全にいきいきと長く働ける職場環境を整備すること、
社員へ状況に応じた柔軟な働き方ができる制度を提供することが会社の務めと考えています。

　南砺市で、国内外の自動車業界や半導体業界に欠かせない生産設備を製造し、最近ではEV化に伴う電池製造関連装置の
製造などにも参入しているコマツNTC株式会社。働き方に関する取組みや、2021年に導入された「不妊治療休職制度」等に
ついて、総務部の落合課長、長谷川主任、堀池主任にお話を伺いました。
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制　度 内　容
・年休：半日単位で取得可能
　　※年休取得目標：年間18日取得（年間20日付与）
・ライフサポート休暇：毎年5日付与、最大40日まで保有可能
　　私傷病・不妊治療・妊娠出産(配偶者含む)・子の養育・
　　家族介護時に使用可能
・リフレッシュ休暇　等

・育児/出生時育児休業(産後パパ育休)
・家族介護休業

・配偶者転勤帯同休職
・不妊治療休職
・私傷病休職

・フレックス制度：コアタイムなし
・在宅勤務制度
・短時間勤務（育児・家族介護・私傷病）等

とやま駅前みわ矯正歯科医院
開院：1923年6月
設立：2021年10月 ※矯正歯科医院としては1987年2月～
業種：医療・福祉
事業内容：矯正歯科治療、指定自立支援医療機関（育成医療・更生医療）、顎口腔機能診断施設
従業員数：13名（2024年10月31日現在）
所在地：富山市神通本町1丁目7-8
URL：miwa-orthodontic.com

女性が長く働け、活躍し続けられる制度

短時間正社員制度とフレックス制度の導入

　開院101年、矯正歯科37年の歴史を持つ、とやま駅前みわ矯正歯科医院。歯科医療の質向上に加えて、女性活躍や働き
方改革に積極的に取り組んでいます。2021年に「えるぼし」、2022年に「富山県男女共同参画推進事業所」に認定。2023
年には、歯科医院として県内初の「とやま女性活躍企業」に認定されました。短時間正社員制度やユニークな休暇制度を導
入した思いなどを、角谷院長にお話を伺いました。

　当院は矯正、歯並び、噛み合わせなどの治療をする矯正専門の歯科医院です。診療理念に
ある「私たちは、あなたと共に変化に挑み、笑顔あふれる未来を創造します」を掲げ、歯科治
療を通して患者さんの笑顔を創るとともに、働き方の変革に挑みながら、人としての成長を
通して、働く人の笑顔を創ることを目指しています。誰もが働きやすく、輝ける職場環境をつ
くり、女性スタッフが多い職場だからこそ、女性のライフステージにあった多様な働き方や、
ワークライフバランスを考慮した柔軟な制度を充実させています。

　フレックスタイム制度は、矯正歯科という治療の特性上、子供の患者さんが多く、夕方や土曜日、長期休業期間
中に人員を確保するために、当初、コアタイムを定めていました。しかし、現在では、働く女性をとりまく環境や価値
観の多様化を踏まえ、取得の実情や希望を優先するためにコアタイムは廃止しています。コアタイムの廃止による
人員不足に対しては、増員を行うことで対応しています。個別の実情に対応することは、５年～１０年後の未来に
向けた人的投資であると考えています。

　当院ではワークライフバランスの視点から、短時間正社員制度とフレックスタイム制度を2021年10月に導入し
ました。歯科業界では人材不足、特に歯科衛生士の不足は深刻で、出産・育児、結婚を理由とする退職が多く、復
職もなかなか進まない現状です。当院では、人材確保に加え、女性の働き方支援を目的に短時間正社員制度を導
入し、これまでに３人が利用しています。子育てを理由に、フルタイム正社員から短時間正社員を経てパートになる
方や、その逆の方もいます。

ライフサポート制度で不妊治療も応援
　ライフサポート制度は、不妊治療の通院に限らず、体調不良の際、男女問わず、休暇（無給）が取得でき、これまで
に１人が利用しました。不妊治療は人によって異なり、期間も見通しも違うので制度設計に悩みましたが、職場か
らの応援のメッセージも込めて制度を設けました。不妊治療や病気で通院することや、自分の体の調子と向き合う
経験は、患者さんに対する気持ちの変化や、職業人としての人格形成にとって良い機会にもなります。
　エフ休暇は、生理や月経前症候群（PMS）、更年期による体調不良の際、休暇を取れる制度です。自己申告制で
日数に制限はありません。これまでに取得実績はありませんが、制度を整えることでさまざまな悩みを相談できる
職場だという認識につながればと願っています。

働き方改革の究極の目的は「患者さんにベストを」
　働き方改革を進める上で、生産性を向上させるために工夫していることが
２つあります。
　１つはワークフローの見直しです。お互いの業務を共有し、カバーできるよ
うにしています。具体的には、仕事の段取りの見直し、属人化を排除するため
のマニュアル化と標準化、勤怠管理ソフトウェアの導入です。
　もう１つは、時間外労働の削減です。当院には、専門職の歯科技工士が2人
いますが、仕事の特性で残業が多くなりがちです。そこで、納期を患者さんと相談して決めるのではなく、技工士の
段取りで組み立ててもらい、給与体系も成果給を取り入れました。当院の働き方改革の根底には、「ベストを患者
さんに提供する、医療だから妥協は許されない、質が落ちることはしたくない」という思いがあります。

社会貢献や女性活躍に積極的に取り組む
　独自制度には、社会貢献活動休暇（無給）と特別社会貢献活動休暇（有給）があります。私は事件・事故・災害で
身元確認をする法歯学協力医をしています。スタッフにも専門知識・技術を活かしたボランティアや、身近な地域社
会に貢献する経験をしてほしいと思っています。また、優れた社会貢献活動に関する発表をしたスタッフには、院内
でサスティナビリティ賞を贈っており、受賞者は有給で社会貢献活動休暇を取得できます。
　女性活躍では、2018年2月から「えるぼし」認定の取得に取り組み、2021年に認定されました。現在は、育休
取得率100％・復帰率100％で、子育てと仕事が両立しやすい、安心して長く働ける制度・環境づくりの効果が表
れています。このような取組みを求人で紹介したり、ハローワークの求人票に歯科業界では珍しい「えるぼし」認定
マークがついたりすることで、採用の強みになっています。

コミュニケーションで制度のニーズを拾う
　歯科医院は小規模なところが多いですが、だからこそ、小回りの効く制度設計や
福利厚生にきめ細かく対応しています。実際の運用では、制度設計においてさまざ
まな問題が生じます。そのため、日頃からのスタッフとの会話や何気ないコミュニケ
ーションなどを通して、仕事以外のことも話しやすい関係性をつくりながら、お互
いの状況を理解することで、本当に必要なニーズを拾います。
　また、県の女性活躍企業の交流会などの機会やパンフレットなどで、「うちの場
合はこの制度をどう取り入れようか」と、他企業の事例を参考にしています。今後
も現状の制度を運用しながら、時代にフィットしたものに変化させていきます。

利用理由を問わず、１日の勤務時間を最低6時間、最長7.5時間に設定（週40時
間のフルタイムに対して30時間以上の勤務）。３ヶ月ごとに清算。

不妊治療にともなう通院や体調不良の際、男女問わず、休暇（無給）を取得できる。

生理、月経前症候群（PMS）、更年期による体調不良の際、休暇（無給）を取得できる。

取得条件を「入社後すぐに利用可能」「子の年齢が満18歳まで」に拡大。

法定の有給休暇にプラスして年間６日間利用できる。取得理由は問わない。

入社時に有給の特別休暇を3日付与。

歯科医療の専門知識・技術を生かして、被災地での歯科保健活動や被災医療機
関の支援を行うために有給の休暇を取得できる。（有給・年間上限5日）

SDGsの17の目標を対象とし、身近な活動から社会に貢献する活動を支援。（無
給・年間上限5日）
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